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Yasoichi ENDO and Eizi AKITAYA 1983 Report of Pit-Wall Observations of Snow 

Cover in Sapporo 1982-83. Low Temperature Science， Ser. A， 42. Data Report. 

札幌の平地積雪断面測定資料報告*

一一昭和 57-58年冬期一一一

遠藤八十一・秋田谷英次

(低温科学研究所)

(昭和 59年1月受理)

1.緒 日

札幌の平地積雪の断面観測は，昭和 38-39年冬以来毎年行なわれているo この報告は，昭和

57-58年冬に実施された積雪断面観測の結果を示したものである.観測は，北海道大学低温科学研

究所の裏庭で行なわれた。観測項目及び方法は，前の報告ト2)と同じである。

1I.観測結果

昭和 57-58年冬に行なった積雪断面観測の結果は，第 1表に示されている。表中の第2列「成層

図jに用いた記号の意味は，第2表に示きれている。第 1表の第 3亨IJr高さHJは地面からの高き
で，密度G，硬度R，雪温 Ts及び含水率Wを測定した位置を示している。密度測定には常に高き 3

cmの角型サンブラーを使用したので，密度測定の位置Hとしては，サンプラーの上辺の位置で、表わ

すことにした。それゆえ，例えば第 1表第2行自の「高き 17cm，密度0.21g/cm3Jの表示は，地

面から 17-14cmの積雪の密度が0.21g/cm3であったことを示している。硬度測定の位置は，木下

式硬度計を置いた位置で表わされている。第8列に記した平均密度 Cは，スノーサンプラーで測定

した全積雪水量H山をその場所の積雪深で害IJ算して求めた値である。気温九は，断面観測時の気温

である。

なお，参考のために低温科学研究所裏庭における日最高気温，日最低気温及び積雪深を第 1図に

示した。日最高・最低気温のデーターは，低温科学研究所融雪科学部門の方々によって測定された

ものを借用した。

*北海道大学低温科学研究所業績 第2632号

低温科学物理篇第42輯昭和58年
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第1表昭和57-58年冬の積雪断面観測結果

年月 日 成 層 図 高 さ 省f !支 百更 !支 '雪 v岨ド1 含水率 全積雪水量:Hw 

日寺 主IJ キ立 雪 両 H G R Ts W 平均密度 :G

iMlJ 定者 度 質 さ cm g/cm3 g /cm' ℃ % 気 J且:Ta 

1983 20 45 。目。 Hw=4.9g /cm' 

I 5 H 17 0.21 百=0.25g/cm3 

10
h
30m-

b0一cLL「:.〉--一--〉固斗7l4lc21o m 0 0 

10 - 0.5 Ta=+0.3'C 

l1hOOm 8 0.29 90 

1、主呈 藤 。 0.0 

1983 18 0.13 10 - 2.7 Hw=4目7g /cm' 

14 13 - 2.6 G=0.26 g /cm3 

10h30m-

?国?
12 0.38 3，000 Ta=-3.5'C 

l1hOOm 8 370 - 1.9 

ス、土呈 藤 6 0.29 

秋田谷 。 - 0.1 

1983 34 6 0.0 Hω=6.8g /cm2 

I - 25 
{ーー--，34

30 0.08 - 0.2 G=0.20g /cm3 

10h30m- 。++ 30 23 0.17 Ta=+2.0'C 
C円、

12hOOm 20 - 0.9 
α+  :.-

20 
Q主 藤 一 17 0.21 70 

bc ロロ

cd -ー・ロ 10 11 0.36 

cd ロ A 10 -0.7 

一一一 o 5 0.28 310 

。 。.0

198B 28 9 - 0.1 Hw=8.2 g /cm' 

II - 5 
H 

27 。ー11 百=0.29g /cm3 

τ 10h30m- a 1::' :.-IC円1 20 。.28 1.3 Taニ1.0'C

l1hOOm bclo 0 k20 18 90 
c 

1、L1i畳i一 藤
cにム 10 

10 0.36 - 1.0 

秋田谷
cd ロ A 5 0.30 2，200 

'------.L 0 。 - 0.5 
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年月 日 成 層 図 間1 さ寝 度 画更 度 '雪 V岨日 含水平 全積雪水量:Hw 

時 事IJ 粒 雪 高 H G R Ts W 平均密度:百

測定者 度 質 さ cm g/cm3 g /cm2 
。
C % F

ヌ<¥デ 1旦 Ta

1983 39 0.13 30 -1.8 Hw=10.8g/cm2 

II - 15 36 0.20 

15hOOm~ 32 0.17 百=0.28g/cm3

16hOOm 

。区 39
30 1.5 

1、亙土 藤 ä~cm 27 0.23 100 Ta=-l.TC 
α 〉ロ 30 23 0.24 
b ττ 
cj区エ 20 20 2.3 

cd ^ ̂  19 90 

c~ :10 16 0.25 

cd ^ ̂  11 0.32 2，200 
~O 

10 -1.2 

5 。.31
。 0.3 

1983 53 0.11 0.3 Hω=13.8g /cm2 

II - 24 50 。。
10h30m~ q戸二EJ53 45 0.27 130 G =0.26 g /cm3 

llh30m a 1::'" ::，.. 
C町、

40 -1.8 

遠 藤
ab 匡 40 36 0.27 Taニ +O.5"Cc 400 

秋田谷 a I 0 0 30 200 -1.5 
ト一一 30 
bc ロロ 29 0.25 

c片720 25 0.25 
tトーー

20 150 0.3 c I ̂  ̂  
cd ケτ10 15 110 
トーーー』
cd • ^ 13 0.24 
」一一一 o 

10 -0.3 

5 0.30 800 0.0 

。
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年月 日 成 層 図 局ささ 宮、 度 硬 度 骨主ヨ三手 1昆 含水量 全積雪水量:Hiω

時 哀IJ 粒 雪 局 H G R Ts W 平均密度 :G

測定者 度 質 さ cm g/cm' g/cm' ℃ % ヌと一、 1孟:Ta 

1983 83 -0.5 Hω=23.3 g /cm' 

III ー 7 80 0.26 180 -0.1 

10h30m- 75 0.20 G=0.28g /cm' 

12hOOm 
αE83  

72 140 

遠 藤 C~cm 70 -4.5 Ta=-2.8'C 
01::'" ;.. 

秋田谷 ー・ーー・-70 67 0.23 

60 730 -3.3 

60 58 0.29 。。。
50 

50 1，300 -2.0 

48 0.31 

一 40 40 -1.6 。b。。
bc 0 ・ 38 0.31 700 

b 。。 30 30 0.38 2，000 -1.1 

一bc 。ロ
20 

24 0.30 300 

c -ロA 20 ← 0.5 

E c A ・・ AAロ.10 17 0.29 

12 160 
c~o 

10 -0.6 

9 0.28 

6 1，700 。 。。
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年月 日 成 層 図 高 さ 密- 度 石更 Jj芸ζF 雪 J昆 含水率 全積雪水量 :Hw

H寺 玄11 粒 雪 局 H G R Ts w 平均密度 :GiMi1定者 度 質 さ cm g/cm3 g/cm2 ℃ % 気 温 :Ta 

1983 71 16 。.0 Hw=22.3g/cm2 

1II - 16 68 0.l3 

10hOOm- 戸一一.......71 60 -l.4 否ニ0.31g /cm3 

Q 1 + + cm 
l1h30m 

ciE  

58 0.28 570 

遠 藤 60 50 -l.1 Ta=+1.0
0

C 
010。

49 0.35 1，600 
q 
i匡
50 

44 0.36 2，000 
010。

40 

ii害
40 -0.5 

33 610 

30 30 0.35 -0.3 
b 

軍b 21 0.36 220 
bc 20 

20 -0.1 
cd ^ ̂  
←一ー一 10 15 0.32 
cd ^ ̂  10 140 0.1 

』一一 o 
7 0.31 

。 0.0 

1983 48 360 Hw=21.8g/cm2 

1II - 25 46 0.39 12 

10h30
m
-
戸一一...，48

39 0.44 5 G=0.45g/cm
3 

d 1. • C町、

12hOOm ーーーー- 40 36 2，000 全

遠 藤 cd 
-・ 32 0.49 8 Ta=+l.4

0

C 

秋田谷
30 

c 1.13Bl 』・ーア
Bi

，

3。
0 

ー

- 26 470 層

20 24 0.51 7 

bc -・
15 160 。℃

c p:::::g: 10 14 0.41 5 

cd • ^ 
」一一 o 

10 0.37 

6 120 

4 0.39 5 
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第2表 成層図に使用した記号の説明

図記号 積雪の粒度

ヨ新雪
こしまり雪

しまり雪

着色層

粒 度 粒 f歪

a く 0.5mm

b 0.5-l.0mm 

氷板 c l. 0-2. Omm 
ざらめ雪

こしもざらめ雪
d 2.0-4.0mm 

しもざらめ雪 e > 4.0mm 
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第 1図 昭和 57-58年冬の札幌の気温Tα と積雪深H(測定場所北大低温科学研究所裏庭) -> 


